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１．研究の背景

２．研究成果の内容・普及のポイント

夏秋トマト栽培においてコナジラミ類の発生が問題となっている。現地では薬剤の効果
が低下しているうえに、マルハナバチに影響のない薬剤が限られている。そこで、天敵資
材を活用し、化学農薬のみに頼らない防除方法を構築し、生産安定を支援する。

トマト圃場にタバコカスミカメ製剤を導入した結果、コナジラミ類の発生が抑制され、
防除効果を確認できた。また、黄化葉巻病の発生軽減にも寄与することが分かった。
一方、盛夏期においては、タバコカスミカメの増殖によりトマトの茎や果実に影響を与

えるため、注意が必要である。

３．期待される効果
・コナジラミ類によるすす病や黄色葉巻病の発生を軽減でき、生産の安定化に寄与できる。
・圃場での化学農薬散布回数を低減できる。
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